
2016年 6月16日 

旭化成マイクロシステム(株) 延岡事業所 

旭化成ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ(株)延岡事業所における 
安全活動のご紹介 



本日の発表内容 
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1. 事業および事業所のご紹介 

2. 事業所の安全活動 

① 安全方針＆安全成績 

② 設備本質安全 

③ リスク低減活動 

④ 風通しのよい風土、基準を守る文化の醸成 

3. 今後の課題への取り組み 

地震津波対策への取り組み 



事業＆事業所ご紹介 

旭化成エレクトロニクス(株)および旭化成マイクロシステム(株) 
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旭化成グループ概要 

繊維事業 石油化学事業 住宅事業 建材事業 医療事業 医薬事業 
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旭化成エレクトロニクス(株)について 

英語名 Asahi Kasei Microdevices corporation  
(略称 AKM) 

設立 2003年 （LSI事業は1983年スタート） 

本社 東京都千代田区神田神保町1-105 

資本金 30億円 

ISO9001:2008  

JQA-0899 

ISO14001:2004      

JQA-EM0561 

ISO/TS16949: 2009     

JQA-AU0189 

アナログ・デジタル混載LSI  磁気センサー製品 

事業 
内容 

□ オーディオLSI 

□ 高周波アナログLSI 

□ 電源 LSI 

□ 各種電流ドライバーLSI 等 

□ 電子コンパス(センサLSI複合製品) 

□ 電流センサ 

□ モーターコントロール用ホール素子 

□ 精密位置測定センサ 等 

 LSIおよびセンサ技術で「+α」機能をもつ電子部品の提供 

(延岡事業所) 

ファインパターン コイル 

□ 各種センサー用途 

□ 小型モータ用コイル 

□ インダクタ用コイル 等 

旭化成マイクロシステム(AKMM)は、旭化成エレクトロニクス(AKM)の製造子会社です。 
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LSI製品紹介 

世界最高性能 
「AK4497」 

世界シェアNo.1電子コンパス 

世界最小電子コンパス 
「AK9916」 

オーディオ用D/Aコンバーター 

多彩な車載製品群 6 



旭化成エレク組織と当事業所との関係 

2016.04.01現在エレク
社長

企画管理部

営業本部

研究開発センタ

ﾐｯｸｽﾄﾞｼｸﾞﾅﾙ事業部

センシング事業部

生産センター

品質保証センター

第二製造部

第一製造部

第三製造部

第五製造部

製品基盤技術部

生産企画部

設備エンジニアリング部

旭化成マイクロシステム(株)
延岡事業所

環境安全グループ

生産管理グループ

管理グループ

環境安全課

生産管理課

経理課

ウエハ製造課

製品検査課

用役管理課

品質管理課

前工程技術課

プロセス技術開発課

品質経営推進部

製品保証部

旭化成エレクトロニクス株式会社

旭化成マイクロシステム(株)

延岡事業所(AKMM)

旭化成エレクトロニクス(株)

岡富北地区( AKM)

製品基盤技術部(岡富)

管理室

テスト開発課

品質認定部

RCコンプライアンス室 7 



旭化成ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ(株)延岡事業所概要 

所在地                 宮崎県延岡市(旭化成岡富地区内) 
操業                   1993年10月 
敷地面積         58,000m2  
クリーンルーム面積    4,500m2(45×100m)×２エリア 
クリーンルーム清浄度   クラス１＠0.1ミクロン 
主な製品プロセス     ～0.18μｍ＠加工寸法 
ウエハー径         6インチ/8インチ混在 
生産設備能力      36,000枚/月(6インチウエハー換算) 
人員            約800名(O/S含む) 
 

1985年ころの岡富地区 現在の岡富地区 

旭化成ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ(株) 
延岡事業所 

レーヨン工場 

レーヨン工場 
独身寮 
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AKMM延岡事業所の品質/安全 沿革 

1993 AKM 延岡製造所 操業開始 

1995 AKM ISO9001認証を取得 

2001 AKM 延岡製造所 ISO14001認証を取得 

2003 旭化成株式会社分社化に伴い 

      旭化成エレクトロニクス(EMD)設立 

2005 中災防OSHMS認定事業所登録 
       旭化成マイクロシステム 延岡製造所（新規） 

2007 AKE、AKMをEMDに統合、新体制スタート 

2008 中災防OSHMS認定事業所更新・新規登録 
       旭化成マイクロシステム延岡製造所（更新）、岡富北地区（新規） 

       ISO/TS16949:2002認証を取得 

2011 中災防OSHMS認定事業所更新登録 
       ＡＫＭＭ延岡事業所、ＡＫＭ延岡岡富北地区認定更新 

2014 延岡事業所更新審査３回目、岡富北地区２回目 
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ＡＫＭＭ延岡事業所 活動フロー 

廃棄物 

約200種類の 
原材料・資材 

数多くの製品銘柄 
国内外の 
お客様に出荷 

岡富柵内より 
・電気（第二火力） 
・蒸気（第二火力） 
・用水（工水、集水、飲料水） 

九州電力より 
・電気 

 

・高圧ガス（AKM内） 
 （Ｎ2,Ａｒ,Ｏ2,Ｈ2） 
・特殊材料ガス 60種 

・高純度薬液 60種 
  東京応化、日立化成 
  住友化学、三菱化学 
  他11社 

愛宕事業場 
・ＮaOH、HCl、NaClO 
 

・シリコンウエハ６in、８in 
 （製品、ダミー基板) 

・排水（第二火力へ） 
 (雨水、要処理、BOD) 

・埋立処分 
 該当なし 

・廃IPA 
（有価回収)→補助燃料 

 
 

 

製品 
・生産枚数  
  36k枚/月 
     @6in換算 
・検査個数 
  ≒２億個/月 
   
 

敷地面積         58,000m2  

クリーンルーム面積    4,500m2×２エリア 

クリーンルーム清浄度  クラス１（0.1ミクロン） 

主な製品プロセス     0.18μｍ、0.35μm、0.5μｍ 

生産設備能力       36,000枚/月（6in換算） 

               <6‘:15,000 8’:21,000>  

在籍者数（請負含む） おおよそ800名 

 

原材料 

用役 

廃棄物 

成果物 
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事業所の安全活動 
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①安全方針＆安全成績 
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2016年度安全衛生方針 

旭化成延岡支社 
ＲＣ方針を受けて 
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安全活動のキーワード 
 全員参加 
 干渉排除 



事故発生のプロセスと防止策 

• 不幸な場合「事故」となる 事故 

• 「はみ出し」が起こると、
ある確率で「接触」する 接触 

• 人や危険物が、危険
領域や不安定領域に
入ってしまう 

はみ出し 

•人と危険物、あ
るいは危険物同
士の可動範囲が
重なっている 

干渉 

安全の基本は、まず「干渉」を徹底的に排除すること！ 

保安事故にお
ける要素除去 

安全策カバー
設置など 

監視システム、
アラーム、非
常停止 

点検、保全… 

変更管理 

5S(3S) 

設備の設計、
配置 

14 



事業所安全活動の基本的な考え方 

従来の安全活動 
 
5S,巡視,HHK,事例検
討会,危険予知(KY) 

強制発想 
 
トラブル想定 

潜在危険性の抽出(災害想定) 

リスク想定(重篤性・頻度によるリスク算出と優先付) 

重大リスク低減対策 

本質安全 
安全装置 

管理の手法 
安全作業基準遵守 

人の不安全な行動 モノの不安定な行動 
基準を守
る文化 
 
基本行動
ルール遵守
活動 

本質安全：設計段階の機械RA 
保安防災：要素除去 

労働安全：JISHA 

個人の
育成 

風通し
のよい
風土 
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安全を守るうえで
欠かせない要素 

ワースト作業
低減活動 



ワースト作業低減活動 

保安2-② ＡＫＭＭワースト１１検討推移

検討項目 担当 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度

2007年度より継続 完了

対応

･飛来物対策金網柵見積り ('11.3済)

→設置費用約3M\

・飛来物の大きさの想定及び金網の目の大きさ

決定

･既存の保護柵も有り台風・竜巻の飛来物のリス

クは小さいため、新たな金網設置はしないことに
決定した

2007年度より継続 ２０１４年4月10日完了予定

対応

・防液堤内に漏洩した塩酸を水で希釈するた
め、防液堤を嵩上げして容量アップ(予算化)

･防液堤嵩上げ遠隔希釈設備工事('11.10済)
･設備保護柵及び金属製タンクへの更新を検討

(保護柵約5M\、金属製ﾀﾝｸ約5M\)

･設備保護柵及び金属製タンクへの更新を次回
の検討会で具体化する（次回塩酸タンク更新

2013年）

･タンク更新の予算を確保済み、金属製タンクへ
更新する（2013年11月更新予定）

・FRPからSS+ゴムライニングに変更
・漏洩時緩和措置訓練は継続実施

完了

対応

・ボンベ庫にｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設置('11.3済） ・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設置後に訓練実施済み
・ゴムホース全数交換実施('11.6済）

・炎検知器の作動確認頻度と方法を基準化
('11.10済）

2007年度より継続 ２０１４年4月10日完了予定

対応

・外部漏れ危険性のある安全弁について管理開
始

　アイマーク管理（2010.9～）
　締付トルク管理（2010.10～）

・BF3高圧ボンベからの漏洩対策としてSDS(減
圧)ボンベへ改造実施(該当装置は１７台)

　1台目は改造完了、2台目は12年3月末完了予
定

・12年度3台のSDSﾎﾞﾝﾍﾞ化提案済
改造工事は2013年1月～順次実施予定　2013

年度最終1台提案予定

・残り１台のSDSﾎﾞﾝﾍﾞ化改造 2013年下期中に完
了予定（2014年1月～2月頃）

・インプラガスボンベの負圧(SDS)化改造実施
改造済み：○台

改造予定：○台(XXXX年XX月まで)
改造不可:○台(内1台は休止措置)

完了

対応

・重油添加剤の試験実施('10.9実施)

・添加剤注入設備の設置費用見積(12M\）

・東海DGとの差を比較（大差無し）

・添加剤注入設備の予算枠確保('11年度 12M
￥)

・添加剤注入設備導入決定し工事発注済

　工事完了は2013年3月末

・添加剤注入設備工事完了して5/16に消防の許

可が下りた。5/21よりテスト運転開始、2013年7
月完了。

完了

対応

・ＦＡＢ棟の屋上まで排気ダクトを延長して臭気を

拡散させる為2011年予算化する

・2階層CR用有機排気ダクト延長工事('11.11済) ・２階層排気ダクト延長の結果、周辺の臭気が改

善しており敷地境界への影響も問題ないため検
討完了

2008年度より継続

対応

1)全ダクトの継ぎ手に受皿を設置した場合の見
積りを取る→１箇所約6万円

2)屋内通路については薬液配管継手部に受皿
設置して対策完了　('10.9済)

1)2011年11月に有機排気ダクト下バット追加設
置　計18箇所（3F 1箇所、１F 17箇所）

2)屋外通路上の残り4箇所について対策方法と
設置費用の検討

1)2012年度上期中に計38箇所の設置
2)該当4ヶ所の設置費用見積り依頼中

1)新たに発生した120ベイの設置費用見積り済
み　設置は2013年10月予定

2)設置費用見積り済み、 設置は2014年3月予定

1)有機排気ライン下にドレンパン設置。点検清掃
手順書作成と教育。2014年2月28日完了予定

2)残り10ヵ所にドレンパンを設置。2014年3月31
日完了予定

完了

対応

・火災拡大対策として排気ダクトに散水スプレー
を設置する見積り実施

・11年3月に排気ダクトに散水スプレー設置。
(排気ダクト温度で起動）

2007年度より継続 完了

対応

・紫外線感知から赤外線感知の炎センサーに変
更されていない装置の台数調査

・炎センサーを紫外線から赤外線感知へ変更→
対象装置7台を赤外線に変更済み('11.6済み)
・炭酸ガスの起動ＳＷの電池交換実施('11．11

済み)

2008年度より継続 完了

対応

・「KCDI切替」のオペガイド表示が完了

・ガス検発報時の対応手順作成('11.2済み)
・訓練実施('11.3済み)

・2010年度までの対策にて安全化完了を確認し

た

①水素カードル庫のガス漏洩・爆発
【誤操作、地震、老朽化、落雷、竜巻等による
配管からの水素ガス大量漏洩、爆発】

②塩酸タンクから塩酸漏洩
【竜巻、地震、老朽化等で塩酸タンクが破損、
塩酸が大量漏洩し、塩素臭が工場周辺に広
がる】

④インプラ装置のガス漏洩・爆発
【インプラ作業での誤操作、配管劣化、接続
部緩みによるｶﾞｽ漏洩】

③ＬＰＧボンベ保管庫漏洩火災
【誤操作、地震、老朽化、落雷、竜巻等による
配管からの水素ガス大量漏洩、爆発】

⑧CVD配管堆積物からの発火
【EPI量産開始のため】

⑤ＤＧ１５０００煤煙検討

⑥有機排気の臭気対策

⑦工場配管、ダクトからの漏洩
1)排気・廃液ダクト検討(堆積物）
2)通路上の廃液配管等

⑨引火性薬液使用装置の火災
【IPA槽の破損、石英配管破損、静電気、ｶﾞｽ
濃度上昇による引火】

⑩ＫＣＤＩよりのＨ２ガス漏洩・引火爆発

2010年より、リスクアセスメント結果のワースト作業を計画的に削減 
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本質安全対策により、 
11件から4件にまで削減 



旭化成マイクロシステム 安全成績 

装置点検中、頭が高電圧
端子(12kV,200mA)に
接触し感電 

・棚の解体作業中、棚板が落下し左手
薬・小指を切傷 
・部品の入ったポリ容器(19kg)を運搬中、
腰痛 

片づけ中、モニター用ケー
ブルを引いたら、モニターが
落下、頭を切傷 

ドアを開ける際、ガラス
が割れて手を切傷 

2005年以降、11年間無災害継続 
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②設備本質安全(事例紹介) 

18 



• 特殊材料ガスのシリンダーキャビ
ネットはボンベ交換作業が人手に
よる以外は、ガスパージ、漏洩
チェック等全て自動化 

• 人的操作ミスによる不十分なパー
ジ等による危険源への接触による
災害を防いでいる。 

危険源と人との遮断(通常時)   

特殊材料ガス設備安全対策   
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特殊材料ガスの 
シリンダーキャビネット 

(生産装置へ集中供給) 



特殊材料ガス設備安全対策   

危険源と人との遮断(ガス漏洩対策）   

配管はSUS溶接配管、継手部分は
筐体で覆い排気。継手で漏れても
排気され、外部への漏れはない。 

筐体排気等にはガス検出器を備
え、検出時にはガスの供給を遮
断 
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可燃性ガスキャビネット室 

支燃性ガス 
キャビネット室 

不燃性ガス 
キャビネット室 

鉄格子 
放散口 

特殊材料ガス設備安全対策  

最悪を想定した安全対策    

可燃性、不燃性、支燃性の
3種類に分けコンクリート
ブロックで区画。万一の場
合の可燃ガス、支燃ガスの
混合によるさらなる被害を
防ぐ。 

可燃性ガスが万一爆発した
際でも放散口を設けて爆風
を外へ逃がす設計。 
放散口には格子を設けて機
器等の落下を防ぐ。 

21 シリンダーキャビネット室レイアウト 



③リスク低減活動 
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5Ｓワーストエリア撲滅活動 

5S活動は、2000年から継続実施中。事業所の改善活動、
人材育成のベースに。 
事業所を全369エリアに区画。エリアごとにエリア責任者を選出。 
エリア責任者の責任で、自エリアを改善。 
近年は、ワーストエリアの撲滅と「5つ星合格」エリアの拡大を目指して活動。 

所長による５つ星審査 

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

合格エリア 0 14 22 34 40

ワーストエリア 40 26 18 6 0
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三権巡視（所長-設備･製造･環安課長 巡視） 
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TOPの姿 

現場の声 

安全監査 
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工場朝会でのOSHMS改善事例紹介 

朝会でのＯＳＨＭＳ紹介当番表（下期カレンダー）
２月

2月1日
2/2
用役

2/3
設備エンジ

2/4
検査

2/5
ウ製

2/6
Ⅲプロ技

2月8日
2/9

③管理室
2/10

④環安
2/11

2/12
ウ製

2/13
ⅣTD

2月15日
2/16
用役

2/17
設備エンジ

2/18
検査

2/19
ウ製

2/20
Ⅴ品証

2月22日
2/23

⑤製技
2/24

①生管
2/25

②品管
2/26
ウ製

2/27
Ⅰ前技

- - - - - -

日 月 火 水 木 金

HHKや巡視であがってきた危険に対し、リスク分析を行い、
対策を行う。 
毎日の工場朝会でOSHMS改善事例を、研究開発部門含
む14部署が持ち回りで報告(年間約240件)。 
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メンテナンス
エリアの排
気ダクトにあ
る点検口の
位置、向き
を変更 

段差解消(スロープ設置) 

床面から高さ 
115cm 

位置を変更 
 

排気ダクト点検口 

階段にスロープを
設置して台車で運
搬出来る作業環
境へ改善 

改善事例 

干渉物排除 

26 ※「干渉」：人,危険物もしくは危険物同士の可動範囲が重なっていること。干渉を排除することで危険の要因
そのものを除去する。 



④風通しのよい風土、基準を守る
文化の醸成 

いかに基本行動ルールを守らせるか？ 
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安全に対するトップの思い 

前 

安全と健康Vol.15、No12,2014 

28 

安全活動の基本は全員参加である。
そのためには、トップの方針が一
人一人に行きわたり、自分自身の
こととして活動できるようになる。 



毎月の所長メッセージ 

15年4月度 
15年10月度 

ウォーキング参加呼びかけ 

定修工事への注意 
15年度行動方針 

交通安全呼びかけ 
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風通しのよい風土の醸成 

事業所長 延岡事業所の 
事務所スペース 
(約200名) 

思いついたら、
部署を超えてす
ぐに打合せ 

打合せスペース 
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基本行動ルールの徹底 －小冊子の全員配布－ 

地震・津波など内容・避難、安否確認連絡法 

コンプライアンス、環境汚染、省資源、ゼロエミのルール 通行、服装、保護具、作業前点検、各
種作業のルール 

安全行動・安全作業基準 

AKMMサバイバルカード 

AKMM環境カード 

各課安全会議等で定期的に読み合わせ 
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階段手すり持ち遵守活動 

「たかが」手すり持ち、「されど」手すり持ち 
 

• 手すりを持つということすら守れないようでは、安全のルールは守
られるはずがない！ 手すりは100％の人が持って当たり前！ 

• 定期的(1回/月)に事業所内階段で手すりもちのチェックを実
施(請負会社と共同) 

• 請負会社による指摘→AKMMと請負会社との「風通し」 

新人 
うっかり… 
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休業災害を二度と起こさないために！ 

装置カバー部に、
危険性、カバー
開時の承認、確
認を表示、明記。 
 
→カバー開放時
は、事前にリスク
分析、上司の承
認を得たうえで作
業を行うルール 

カバー開作業
時は、「A’B’

票」発行し、
係長承認 

インターロッ
ク解除時は、
課長承認 

ルールを作るのは簡単。守られてこそ意味がある！ 
⇒そのための「基本行動ルール遵守徹底」 
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今後の課題への取り組み 

地震津波対策(BCP) 
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非構築物耐震補強計画 

地震発生時の人命安全確保および早期復旧を目的に、東日本大震災で被災された
同業他社を参考に、非構築物の補強計画を策定。順次対策実施中。 

基本方針 
①揺れが大きくなる高層階から対策を行う 
②人命を最優先(‘12～)→環境→配管→電気ラック(～‘15)→生産装置固定(’16～) 

階数 　　　　　　　　　　　　　　　件　　名 状況 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

5 ・５階事務所空調機(27台)・排煙ダクト落下防止対策 完了 1,689

4 ・４階ＣＰ室の空調機(4台)落下防止対策 完了 390

5 ・５階ＷＳ室のＦＦＵ(150台)落下防止対策 完了 1,840

5 ・５階ＷＳ室排煙ダクト耐震補強(11ヶ所) 完了 2,490

5 ・５階ＣＩＭ室の空調機落下防止対策　 完了 370

① ・レチクルストッカー(11台)の耐震固定実施 完了 825

① 2 ・機械棟２階ＵＰ室の空調機(4台)落下防止対策 完了 332 2013/8/12完了

5 ・５階ＷＳ室空調ダクト耐震補強(96ヶ所) 完了 2,810 2014/9/9完了

5 ・５階事務所吊り天井補強対策 完了 15,000 2013/10/7完了

5 ・５階ＦＴ室の排煙ダクト耐震補強(8ヶ所)工事 完了 1,290 2013/9/30完了

5 ・５階ＦＴ室の空調ダクト耐震補強(64ヶ所)工事 完了 4,775 2014/6/30完了

5 ・５階ＴＤ１居室の空調機落下防止対策　 完了 370 2013/8/2完了

5 ・５階検査職長室の空調機落下防止対策　 完了 370 2013/8/6完了

5 ・５階煙草部屋、男子控室、女子控室の空調機落下防止 完了 540 2013/8/6完了

3 ・３階事務所、煙草部屋の空調機落下防止対策 完了 2,236 2014/4/25完了

2 ・菊棟２階事務所の空調機落下防止対策 完了 770 2014/2/15完了

2 ・機械棟２階会議室、控室空調機落下対策 完了 352 2013/8/13完了

1 ・屋外ﾀﾝｸ補強（NaOＨ） 完了 3,200 2014/3/28完了

1 ・ＦＲＰﾀﾝｸﾉｽﾞﾙに十字方向の補強取付 完了 2,300 2014/3/28完了

1 ・塩酸タンク更新（SS＋ｺﾞﾑﾗｲﾆﾝｸﾞ)　基礎耐震補強 完了 6,500 2014/4/23完了

5 ・建屋ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝを跨ぐ消火栓配管補強(２ヶ所) 完了 600 2014/7/23完了

・CR配管類吊り金具を片持ち→引掛け式。(5000ヶ) 完了 13,000 2014/5/21完了

5 ・検査装置/補機144台耐震固定(144*2*80k\=23,040k\) 7,680 7,680 7,680 2014/9/12完了、１4年度分承認済み（14/7/31）

5 ・５階ＷＳ室パーテーション耐震補強 6,300 ←来期に延期

5 ・５階FT室、テーピング室吊り天井補強対策 29,000 ←部分的に施工した。9M\/10%。

5 ・ＷＳ空調機の配管振れ止め補強 完了 984 ←2015/5完了

5 ・用役棟屋上設置コンクリ基礎のズレ止め対策 完了 400 ←2015/10完了

4 ・用役棟４階電気ラック振れ止め 完了 389 ←2015/9完了

4 ・Ｃ電気室の電気ラックの固定補強 完了 2,170 ←完了

3 ・純水室の電気ラック落下防止のため固定補強 完了 210 ←完了

4 ・ＣＲ圧縮機室ヘーベル壁の固定強化 完了 164 ←完了

3 ・高純水タンク補強、ROﾕﾆｯﾄ追加固定 完了 3,900 ←完了

4 ・内調機の配管振れ止め補強(8台) 3,600 3,600 ←完了

・酸排気ﾒｲﾝﾀﾞｸﾄの固定を補強する。(22ヶ所） 完了 506 ←2015/8完了

・酸排気ｻﾌﾞﾒｲﾝﾀﾞｸﾄの固定を補強する。(118ヶ所） 完了 4,006 ←完了

4 ・CR４階熱排気ﾀﾞｸﾄ振れ止め対策 完了 388 ←完了

・CR配管類吊り金具を片持ち→引掛け式。(追加6000ヶ) 15,000 ←2015年度に延期

⑤ ・ウ製装置/補機485台耐震固定(485*2*80k\=77,600k\) 25,860 25,860 25,860 ←2016年度に延期

1   その他屋外タンク補強工事 6,250 ←2016年度に延期

1 ・純水A室,B室飲料水配管補強 89 ←2016年度に延期

5 ・５階TD1室とFP職長室吊り天井補強対策 8,200 ←詳細設計中

4 ・２階層ＣＲﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝの固定を補強する 16,700 16,700 ←2016年度に延期

⑥ 5 ・５階ＷＳ室吊り天井耐震補強 13,800

・屋外タンク補強（2系純水5.3M\） 5,300

　活性炭濾過 1.3M\  ｶﾁｵﾝ､ｱﾆｵﾝ塔 5.5M\ 6,800

⑥ 1 ・１階管理室,1A応接,B応接、1階ﾛﾋﾞｰ空調機落下対策 1,328

4 ・２階層ＣＲシステム天井の吊り補強 (23,270) (23,270) (23,270) (23,270)

2 ・１階層ＣＲﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝの固定を補強する (18,458) (18,458) (18,458) (18,458)

2 ・１階層ＣＲシステム天井の吊り補強 (49,275) (49,275) (49,275)

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

7,604 62,125 59,697 83,379 68,460 27,188 0 0 0

分  類

①
災害時指揮所

上層階

①
落下時逃げ場所なし

上層階

マスク

災害時指揮所 中層階

①
落下時逃げ場所なし

上層階

①
在室人数多数

上層階

①
在室人数多数

中層階

②
環境

薬液タンク類

③
破損実績有り

装置の移動実績有り

低層階の用役設備

⑥ 避難経路の確保

③
避難経路の確保

破損実績有り

③ 上層階機器・配管固定

④ 電気ラックの落下防止

年度別合計金額

総合計金額 308,453 k\

避難経路の確保

⑥ 低層階の用役設備

避難経路の確保

⑥ 避難経路の確保

人
命

環
境

配
管
・
空
調

電

気

ラ

ッ

ク

中
階
層

施工計画年度

⑤ 中層階機器・配管固定

生産装置固定

⑥

補強必要カ所 
4,700カ所を
リストアップ 

補強方法の
概要 

具体的 
補強方法 

補強計画
進捗 
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熊本大地震後の生産装置立ち上げ状況 

4月14～18日の震度4以上の地震における製造復旧状況 
半導体の設備は地震に弱いことを改めて認識 
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ご清聴ありがとうございました。 
ご安全に！ 
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旭化成エレクトロニクス(株)国内拠点 

Fab1 
磁気センサ 
・後工程 

Fab2 
LSI 

・前工程 
・検査拠点 

品質保証 
センター 

研究 
拠点 

営業 
拠点 

生産 
拠点 

事業部 
拠点 

設計 
拠点 

延岡・日向地区 

宮崎地区 

AKM 
テクノロジ 

宮崎 

大阪地区 

大阪 
営業部 

名古屋地区 

名古屋 
営業部 

AKM 
テクノロジ 
名古屋 

富士地区 

研究 
開発 

センター 

Fab3 
磁気センサ 
・前工程 

厚木地区 

事業部 
設計拠点 

研究 
開発 

センター 

東京地区 

東京 
営業部 

本社   
事業部 

宮城地区 

Fab5 
LSI 

・検査拠点 

ＦＰ 
製造部 
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LSIを製造するクリーンルームの内部 

中央通路 成膜装置 エッチング装置 ホトリソ装置 
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LSI製造･検査の流れ 

41 41 

製品検査 
信頼性検査 

ウエハーソート 

現像/エッチング 
ウェハーを現像液で現像し、その

下の酸化膜をプラズマ、液でエッ

チングする 

 

酸化 
ウェハー表面を酸素にさらして酸

化膜をつける 

 

ウェハー 

酸化膜 

フォトレジスト塗付 
感光剤をその上に均一に塗る 

 

レジスト 

絶縁膜/金属膜形成 
アルミをウェハーに蒸着させる。ア

ルミは配線の役目。 

 
アルミ 

不純物拡散 
ガスによって不純物をウェハー内

に拡散させる。不純物がホウ素

ならp型に、リンならn型のＩＣが

できる。 

 

マスク製造工程 設計 

バックグライン
ディング 
ダイシング 

 

 

 

 

チップを切り離す 

ダイボンディング 
ワイヤボンディング 

モールディング 
 
 
 
 

チップを樹脂封止、 

リード形状加工 

露光 
マスクに作られた回路パターンを

露光する 

 マスク 

Start 

Goal 

出荷 
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震災・津波対策(BCP)プロジェクト 

保安防災1-①～⑨ 震災・津波プロジェクト　進捗状況一覧表

検討項目 担当 ２０１０年度以前 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度

用役管理課 4月28日完了

対応

元々2007年度ワースト10検討項目 ･防液堤嵩上げ遠隔希釈設備工事('11.10済)

･設備保護柵及び金属製タンクへの更新を検討

(保護柵約5M\、金属製ﾀﾝｸ約5M\)

･設備保護柵及び金属製タンクへの更新を次回

の検討会で具体化する（次回塩酸タンク更新

2013年）

･タンク更新の予算を確保済み、金属製タンクへ

更新する（2013年11月更新予定）

FRP製NaOHタンク(１５m3）直胴部厚み補強+ア

ンカー補強

塩酸タンク(１５ｍ3)FRPからSS+ゴムライニング製

ウ製・用役

対応

１９９３年　設計段階より地震計設置
８０ガルで自動停止

環境安全課 完了

対応

１９９３年　設計段階より
本棟４階以上避難場所

２０１２年菊棟屋上を避難場所 ２０１４年３月機械棟屋上

環境安全課

対応

BCP作成と同時に
津波避難訓練スタート

２０１４年度は３月１０日～１７日実施 ２０１５年度は２月２５日～３月４日実施

用役管理課

対応

設計段階より１５００ｋＷ発電機設置
１５ｍＷ発電機設置

設備・環安 15年3月７日完了

対応
菊棟中央棟　１～３階部　工事済
菊棟東棟　　３階部　工事済

菊棟西棟　１階、３階部工事済

ウ製・用役 継続的に対応

対応

２００５年からｅ革新
２０１０年からＥＭＣ

衛星電話導入
トランシーバー補充

トランシーバー追加 トランシーバー追加 衛星電話　１台
(エレク衛星電話は１０ヵ所１２台）
トランシーバー　２０台

ｳｴﾊｰ製造課

対応

BCP作成と同時に
データ保全スタート

環境安全課

対応

２０１１年９月３０日制定
　同年  １２月１５日一部改訂

２０１３年５月１日　全面改訂 ２０１５年２月１日　一部改訂 ２０１５年１１月５日　一部改訂

⑦非常時の通信手段を確保していま
すか。

⑧重要情報・データの保全を実施し
ていますか。

⑨部場のＢＣＰ基本計画書のビルド
アップを行い、最新版管理しています
か。

①地域に影響の大きい貯蔵タンクの
漏洩防止対策(耐震補強、封じ込
め、津波対策)を計画的に実施してい
ますか。

②安全停止が必要な設備の自動停
止化(5分以内)を実施していますか。

③標高15m超で且つ5分以内の津波
避難場所を確保していますか。

④設備の安全停止(模擬)を入れた
津波避難訓練を実施していますか。

⑤重要設備の保全（電源の多重化、
非常電源の確保）について対策を実
施していますか。

⑥特定建築物及び重要な非特定建
築物について、計画的に耐震補強を
実施していますか。

完成

完成

完成

改訂 改訂改訂

見直し 見直し

完成

一期 二期

訓練継続

完成

完成

見直し継続

改訂改訂

2014年度で建造物耐震補強は終了。 
2015年度以降も訓練の継続とAKMM事業継続計画BCP行動計画書の継続
的な見直し 
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